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(57)【要約】
【課題】  携帯用内視鏡の特性を損なうことなく、送気
・送水を実行する。
【解決手段】  光源を独自に備えた携帯型のファイバス
コープ１０に、送気、送水ユニット２５を設け、送水用
の水の入ったボトル３０を送気、送水ユニット２５に取
り付ける。このとき、ファイバスコープ１０を操作して
いる間ボトルの水平姿勢を維持するため、可撓性のある
軟性チューブ４０を介してボトル３０を取り付ける。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  先端部から液体を吐出するための送液用
管路と、
前記送液用管路と連通し、前記液体が貯留されるボトル
と、
前記ボトルと連通し、該先端部から気体を吐出するため
の送気用管路と、外気を吸引して前記ボトルへ圧縮空気
を送り出すポンプを有し、オペレータによって把持され
る操作部へ取り付けられるとともに前記ボトルが取り付
けられる送気、送液ユニットとを備え、前記ボトルが、
実質的に水平姿勢を維持するように前記送気、送液ユニ
ットに取り付けられることを特徴とする携帯用内視鏡。
【請求項２】  先端部から液体を吐出するための送液用
管路と、
前記送液用管路と連通し、前記液体が貯留されるボトル
と、
前記ボトルと連通し、該先端部から気体を吐出するため
の送気用管路と、外気を吸引して前記ボトルへ圧縮空気
を送り出すポンプを有し、オペレータによって把持され
る操作部へ取り付けられるとともに前記ボトルが取り付
けられる送気、送液ユニットと、
前記ボトルを支持するために前記ボトルと前記送気、送
液ユニットとの間に介在し、前記ボトルの自重に従って
前記ボトルを揺動自在に支持するボトル支持部材とを備
えたことを特徴とする携帯用内視鏡。
【請求項３】  送気、送液処理を行うためのポンプを有
する送気、送液ユニットが設けられた携帯用内視鏡であ
って、
送液用の液体を貯留するボトルが、実質的に水平姿勢を
維持するように取り付けられていることを特徴とする携
帯用内視鏡。
【請求項４】  前記ボトルが、可撓性のある軟性部材を
介して前記送気、送液ユニットに取り付けられているこ
とを特徴とする請求項１に記載の携帯用内視鏡。
【請求項５】  前記ボトルが、ユニバーサルジョイント
を介して前記送気、送液ユニットに取り付けられている
ことを特徴とする請求項１に記載の携帯用内視鏡。
【請求項６】  前記ボトルが、ボールジョイントを介し
て前記送気、送液ユニットに取り付けられていることを
特徴とする請求項１に記載の携帯用内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、内視鏡を使用して
患部の検査、処置等を行う際、レンズの曇り除去や患部
に付着した汚物除去のための送気、送液装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来、光源装置あるいは電子内視鏡装置
のプロセッサの側面に送気、送液用ボトルが取り付けら
れており、送気、送液用ボトルは、チューブを介して、
撮像素子を備えたビデオスコープあるいはファイバスコ
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ープ内に形成された送気、送液チャンネルと接続され
る。また、光源装置あるいはプロセッサ内には送気、送
液用のポンプが設けられており、ポンプから排出される
圧縮空気は、送気、送液チャンネルおよびボトルへ選択
的に送られる。
【０００３】送気を実行する場合、すなわち、スコープ
先端から空気を吐出する場合、ポンプからの圧縮空気が
そのままスコープ内の送気用管路へ送られる。一方、送
液を実行する場合、すなわち、スコープ先端から水や薬
液などの液体を吐出する場合、ポンプからの空気がボト
ル内へ導かれ、液面が加圧される。この加圧によってボ
トルから水が吸い上げられ、スコープ内の送液用管路を
通って先端部まで流れていく。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】光源を独自に備える携
帯用内視鏡で送気、送液を実行する場合、上記のような
固定式（卓上式）の光源装置あるいは電子内視鏡装置に
適合させた送気、送液装置は使用しにくい。すなわち、
携帯用内視鏡から光源装置等まで送気、送液用のケーブ
ルを接続する必要があり、携帯用内視鏡の特徴である携
帯性を大きく損なう。
【０００５】そこで本発明では、携帯用内視鏡の特性を
損なうことなく、送気・送液を実行することができる携
帯用内視鏡を得ることを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】本発明の携帯用内視鏡
は、送気、送液処理のための構成が設けられた内視鏡で
あり、先端部から液体を吐出するための送液用管路と、
送液用管路と連通し、液体が貯留されるボトルと、ボト
ルと連通し、該先端部から気体を吐出するための送気用
管路と外気を吸引してボトルへ圧縮空気を送り出すポン
プを有し、オペレータによって把持される操作部へ取り
付けられるとともにボトルが取り付けられる送気、送液
ユニットとを備える。送気、送液の切替に関しては、例
えば、従来の送気、送液スイッチを適用すればよい。送
気の場合、ポンプからの空気がそのまま送気用管路を流
れ、先端部から吐出する。送液の場合、ポンプからの空
気がボトル内へ流れ、ボトル内の加圧によって液面が押
される。これにより、ボトル内の液体が送液用管路を流
れ、先端部から吐出する。そして、本発明の携帯用内視
鏡では、ボトルが、実質的に水平姿勢を維持するように
送気、送液ユニットに取り付けられる。
【０００７】送気、送液処理のための構成が携帯用内視
鏡に設けられているため、携帯性を損なうことなく送
気、送液処理を実行することができる。また、内視鏡操
作中によって操作部の姿勢が変化しても、ボトルが常に
水平姿勢を維持する。ただし、ボトルの水平姿勢は、ボ
トル内の送気、送液経路が正常な動作のできるような
（誤って液体が管路を通って流れていくことがないよう
な）姿勢を意味する。このボトルの水平姿勢は、液体の
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貯留量、ボトルの構成などに従って定められるが、ボト
ルが鉛直方向に対して７０度以内のいずれかの角度の範
囲にある姿勢をボトルの水平姿勢と定め、その姿勢を維
持するのがよい。より好ましくは、ボトルの水平姿勢を
水平面においたときのボトルの実質的な姿勢を水平姿勢
と定め、その姿勢を維持するのがよい。水平姿勢を維持
することにより、ボトルが傾くことによってボトル内の
液体が送気、あるいは送液用管路を通り、誤って液体が
先端部から吐出することがない。さらに、誤った送液の
恐れがないことから、携帯用内視鏡のボトルを製造する
際に従来のボトルの構成を変更せずに製造できる。
【０００８】ボトルの取り付けに関しては、水平姿勢を
維持するような構成要素（ボトル支持部材）を送気、送
液ユニットとの間に介在させることが望ましい。例え
ば、ボトルをシリコンチューブやエチレンチューブ、ゴ
ム弾性体などの可撓性のある軟性部材を介して送気、送
液ユニットに取り付けられるのが好ましい。あるいは、
ユニバーサルジョイント、さらにはボールジョイント介
してボトルが送気、送液ユニットに取り付けられるのが
好ましい。
【０００９】本発明の他の局面における携帯用内視鏡
は、先端部から液体を吐出するための送液用管路と、送
液用管路と連通し、液体が貯留されるボトルと、ボトル
と連通し、該先端部から気体を吐出するための送気用管
路と、外気を吸引してボトルへ圧縮空気を送り出すポン
プを有し、オペレータによって把持される操作部へ取り
付けられるとともにボトルが取り付けられる送気、送液
ユニットと、ボトルを支持するためにボトルと送気、送
液ユニットとの間に介在し、ボトルの自重に従ってボト
ルを揺動自在に支持するボトル支持部材とを備えたこと
を特徴とする。ボトル支持部材によってボトルが送気、
送液ユニットに対して揺動することにより、ボトルの水
平姿勢が維持される。
【００１０】本発明の他の局面における携帯用内視鏡
は、送気、送液処理を行うためのポンプを有する送気、
送液ユニットが設けられた携帯用内視鏡であって、送液
用の液体を貯留するボトルが、実質的に水平姿勢を維持
するように取り付けられていることを特徴とする。
【００１１】
【発明の実施の形態】以下では、図面を参照して本発明
の実施形態である携帯用内視鏡について説明する。
【００１２】図１は、第１の実施形態である携帯用内視
鏡の平面図である。
【００１３】ファイバスコープ１０は、独自に光源を備
えた携帯型のファイバスコープであり、先端部１５を含
む湾曲部１４、可撓性の挿入部１６、操作部１２、接眼
部１９から構成されるとともに、接続部１８を介して送
気、送水ユニット２５が取り付けられている。手術、検
査等を行う場合、医師などのオペレータによって操作部
１２が把持され、挿入部１６から湾曲部１５、先端部１

4
４までの部分が被験者の体内に挿入される。
【００１４】先端部１５には、複数の発光ダイオード１
７（一部を図示）が設けられており、送気、送水ユニッ
ト２５に設けられたランプ点灯スイッチ２７をＯＮにす
ることによって点灯する。発光ダイオード１７から放射
された光は先端部１５から観察部位Ｓに向けて射出し、
これにより観察部位Ｓが照射される。観察部位Ｓにおい
て光は反射し、反射した光は先端部１５に設けられた対
物レンズ（図示せず）を介してイメージガイド（図示せ
ず）の入射端に入射する。これにより、観察部位Ｓの画
像が入射端に形成される。イメージガイドは、光学的に
画像を伝達するための光ファイバ束であり、先端部１５
から接眼部１９にまで渡って設けられている。観察部位
Ｓの画像がイメージガイドによって接眼部１９まで伝達
されると、接眼部１７内の接眼レンズ（図示せず）によ
って観察部位Ｓの画像が光学的に形成される。これによ
り、接眼部１９を介してオペレータは観察部位Ｓの画像
を観察することができる。
【００１５】ファイバスコープ１０内には送気、送水チ
ャンネル（ここでは図示せず）が形成されており、先端
部１５にある対物レンズ洗浄や観察部位Ｓに付着した汚
物洗浄のため、空気、水が送気、送水チャンネルを通っ
て先端部１５から吐出する。送気、送水ユニット２５に
は、軟性チューブ４０を介して送水用のボトル３０が取
り付けられており、送気、送水ユニット２５下部にある
チューブ接続部３２に軟性チューブ４０が取り付けられ
ている。送気、送水ユニット２５に設けられたポンプ作
動スイッチ２８がＯＮにされると、送気、送水ユニット
２５内のポンプ（ここでは図示せず）が作動する。そし
て、後述するように、送気、送水スイッチ１３Ａに対す
る操作により、空気が先端部１５から吐出し、あるいは
ボトル３０内の水が先端部１５から吐出する。
【００１６】また、ファイバスコープ１０内には送気、
送水チャンネルに加えて鉗子チャンネル（図示せず）が
形成されており、接続部１８の吸引口金２９を介して吸
引ユニット（図示せず）と接続されている。操作部１２
の吸引スイッチ１３Ｂが操作されると、観察部位Ｓに付
着した汚物などが吸引ユニットにより先端部１５に形成
された鉗子口（図示せず）へ吸い込まれ、鉗子チャンネ
ルを介して吸引ユニット３０へ吸引される。
【００１７】図２は、送気、送水に関するファイバスコ
ープ１０内の構成を模式的に示した図である。
【００１８】送気、送水ユニット２５には電池３６が設
けられており、先端部１５に設けられた発光ダイオード
１７（図１参照）を駆動するためのＬＥＤ駆動回路３
８、ポンプ３５を作動させるためのポンプ駆動回路３４
などへ電源が供給される。ＬＥＤ駆動回路３８は、ラン
プ点灯スイッチ２７がＯＮ／ＯＦＦになると発光ダイオ
ード１７を点灯／消灯させる。ポンプ駆動回路３４は、
ポンプ作動スイッチ２８がＯＮ／ＯＦＦになるとポンプ
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5
３５を作動／停止させる。
【００１９】空気、水を先端部１５から吐出するための
送気、送水チャンネル２６は、送水用管路２６Ａ、２６
Ｂ、２６Ｃおよび送気用管路２６Ｄ、２６Ｅ、２６Ｆ、
２６Ｇから構成されている。送気用管路２６Ｄはポンプ
３５からボトル３０内まで延びており、軟性チューブ４
０内の送気用管路２６Ｅ、送気、送水ユニット２５、接
続部１８内の送気用管路２６Ｆ、送気、送水スイッチ１
３Ａ、そして送気用管路２６Ｇと連通する。送水用管路
２６Ａは、送気、送水ユニット２５のチューブ接続部３
２からボトル３０内まで延びており、送気、送水ユニッ
ト２５および接続部１８内の送水用管路２６Ｂ、送気、
送水スイッチ１３Ａ、そして送水用管路２６Ｃと連通す
る。軟性チューブ４０は中空状に形成されており、送気
用管路２６Ｅ周りに軟性チューブ４０が形成されてい
る。したがって、送気用管路２６Ｅ内には、送水用管路
２６Ａ、送気用管路２６Ｄが含まれる。ボトル３０は円
筒状に形成されており、上部にあるキャップ３２Ｃによ
って閉められている。送水用管路２６Ａはボトル３０の
中心部を通り、水Ｗの入ったボトル３０内の底部付近ま
で延びる。
【００２０】ポンプ３５は外気を吸引して圧縮空気を吐
出するポンプであり、ポンプ３５の外気吸入口３７は、
送気、送水ユニット２５の表面の吸入口（図示せず）ま
で延びている。ポンプ３５が作動すると、送気用管路２
６Ｄと接続する吐出口３１から圧縮空気が吐出する。
【００２１】送気、送水スイッチ１３Ａには逆止弁３３
が設けられており、逆止弁３３が送気用管路２６Ｇと送
気用管路２６Ｆとの空間的繋がりを遮断し、ポンプ３５
から送気用管路２６Ｄ，２６Ｅ、２６Ｆを介して送られ
てくる圧縮空気は送気、送水スイッチ１３Ａの頂部１３
Ｔから吐出する。そのため、送気、送水が実行されない
間、ポンプ３５から吐出される圧縮空気は、送気、送水
スイッチ１３Ａまでしか伝わらない。また、この状態で
は、送水用管路２６Ｂと送水用管路２６Ｃとの空間的繋
がりも送気・送水スイッチ１３Ａによって遮断されてい
る。
【００２２】送気を実行する場合、オペレータによって
送気、送水スイッチ１３Ａの頂部１３Ｔが押さえられ
る。すなわち、圧縮空気が吐出する頂部１３Ｔの孔がオ
ペレータの指によってふさがれる。その結果、逆止弁３
３の位置が変動し、ポンプ３５からの圧縮空気が先端部
１５へ向かって流れていく。これにより、ポンプ３５か
ら吐出した圧縮空気が先端部１５から吐出する。
【００２３】さらに送水を実行する場合、送気、送水ス
イッチ１３Ａはオペレータによって押下される。その結
果、送気用管路２６Ｆと送気用管路２６Ｇとの空間的繋
がりが送気、送水スイッチ１３Ａによって遮断される一
方、送水用管路２６Ｂと送水用管路２６Ｃが連通する。
この状態になると、ポンプ３５から吐出する圧縮空気は
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ボトル３０内の液面方向へ導かれ、ボトル３０内の加圧
によってボトル３０内から水Ｗが吸引される。吸引され
た水Ｗは、送水用管路２６Ａ、２６Ｂ、２６Ｃを流れて
先端部１５から吐出する。
【００２４】なお、逆止弁３３を設けた送気、送水スイ
ッチ１３Ａの構成および上述したような送気、送水の切
替方法は、従来公知である。
【００２５】図３は、送気、送水ユニット２５とボトル
３０との接続部分を示した図である。
【００２６】軟性チューブ４０は軟性樹脂により成形さ
れており、ここではシリコンチューブである。軟性チュ
ーブ４０の上部はチューブ接続部３２においてネジ止め
されており、チューブ接続部３２に固定されている。一
方、軟性チューブ４０の下部はキャップ３２の上部に設
けられた取り付け部３２Ａにネジ止めによって固定され
ている。なお、送気用管路２６Ｄ、２６Ｅ、送水用管路
２６Ａも可撓性のある軟性樹脂により成形されている。
【００２７】軟性チューブ４０は可撓性のあるチューブ
であり、ボトル３０は、自重に従ってチューブ接続部３
２を軸として揺動自在に保持されている。したがって、
オペレータがファイバスコープ１０を操作している間、
操作部１２の姿勢、すなわち送気、送水ユニット２５の
姿勢が変化しても、ボトル３０は常に水平姿勢を保つ
（図４参照）。なお、本実施形態では、ボトル３０の水
平姿勢とは、ボトル３０を水平面においたときの姿勢を
意味する。
【００２８】軟性チューブ４０は、可撓性の性質があれ
ば、他の材質（例えばゴム弾性体）によって成形されて
もよい。また、ボトル３０は、送気、送水ユニット２５
下部に取り付ける代わりに、例えば操作部１２の左側
（オペレータが右手で操作部１２を保持したときの保持
されていない側）に取り付けてもよい。送気、送水の切
替に関しては、上述した送気、送水スイッチ１３Ａの機
構以外の構成にしてもよく、例えば電磁弁によって送
気、送水用管路を選択的に切り替えてもよい。
【００２９】次に、図５を用いて、第２の実施形態につ
いて説明する。第２の実施形態では、ボトルがユニバー
サルジョイントによって送気、送水ユニットに取り付け
られている。なお、他の構成に関しては第１の実施形態
と同じであり、第１の実施形態と同じ構成に関しては同
じ符号を用いる。
【００３０】図５は、ボトルの取り付け部分を示した図
であり、図６は、その取り付け部分の断面図である。
【００３１】ボトル３０は、ユニバーサルジョイント部
５０を介して送気、送水ユニット２５に取り付けられて
おり、ユニバーサルジョイント部５０は、送気、送水ユ
ニット２５に一体的に形成された第１コネクタ部５４
と、十字状のピボット部５６と、ピボット部５６に取り
付けられる第２コネクタ部５２から構成される。
【００３２】図６には、図５の実線Ａ－Ａ’部分の断面
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7
図が示されており、送気用管路２６Ｅ内では、ピボット
５６に干渉しないように送気用管路２６Ｄ、送水用管路
２６Ａが設けられている。ピボット部５６の同一軸上に
ある第１、第２ピボット５６Ａ，５６Ｂは、第１コネク
タ部５４に対して回転自在に取り付けられている。一
方、同一軸上にある第３、第４ピボット５６Ｃ、５６Ｄ
は、第２コネクタ部５２に回転自在に取り付けられてい
る。したがって、ファイバスコープ１０’がオペレータ
によって操作されている場合、ボトル３０は、ピボット
部５６を軸にして紙面の左右方向および垂直方向に沿っ
て揺動可能である。
【００３３】このように第２の実施形態によれば、ボト
ル３０の揺動方向が制限され、オペレータがファイバス
コープ１０’を操作しているときに操作の障害にならな
い。また、ピボット部５６を軸にして揺動するので、ボ
トル３０の変動範囲が抑えられる。
【００３４】次に、図７、８を用いて第３の実施形態に
ついて説明する。第３の実施形態では、ボールジョイン
トによってボトルが取り付けられている。
【００３５】図７は、ボトルの取り付け部分を示した図
であり、図８は、その取り付け部分の断面図である。
【００３６】ボトル３０は、ボールジョイント６０を介
して送気、送水ユニット２５に取り付けられており、ボ
ールジョイント６０は、ボール６２とボール保持部６４
から構成されている。図８では、図７の実線Ｂ－Ｂ’に
おける断面図が示されており、送気用管路２６Ｅ内に
は、ポンプ３５と繋がる送水用管路２６Ａ、送水用管路
２６Ａが含まれる。ボトル３０は、ボール６２の中心を
軸にして、任意の方向に自在に揺動する。
【００３７】第１～第３の実施形態では、水平面と平行
な姿勢を維持するように送気、送水ユニット２５にボト
ル３０が取り付けられているが、ボトルの姿勢を、水な
どが誤って管路と流れて先端部から吐出しないような所*
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*定の角度の範囲で保つように構成してもよい。ここで、
所定の角度は鉛直方向に対する角度である。
【００３８】
【発明の効果】このように本発明によれば、携帯用内視
鏡の特性を損なうことなく、送気・送液を実行すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】第１の実施形態である携帯用内視鏡を示した平
面図である。
【図２】携帯用内視鏡の内部構成を模式的に示した図で
ある。
【図３】ボトルの取り付け部分を示した図である。
【図４】傾いたときのボトルを示した図である。
【図５】第２の実施形態である携帯用内視鏡のボトルの
取り付け部分を示した図である。
【図６】第２の実施形態である携帯用内視鏡のボトルの
取り付け部分の断面図である。
【図７】第３の実施形態である携帯用内視鏡のボトルの
取り付け部分を示した図である。
【図８】第３の実施形態である携帯用内視鏡のボトルの
取り付け部分の断面図である。
【符号の説明】
１０    ファイバスコープ（携帯用内視鏡）
１２  操作部
２５  送気、送水ユニット（送気、送液ユニット）
２６Ａ、２６Ｂ、２６Ｃ    送水用管路（送液用管路）
２６Ｄ、２６Ｅ、２６Ｆ、２６Ｇ  送気用管路
３０  ボトル
３５  ポンプ
４０  軟性チューブ（ボトル支持部材）
５０  ユニバーサルジョイント（部）（ボトル支持部
材）
６０  ボールジョイント（ボトル支持部材）

【図６】 【図８】
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